
1．緒　　言

溶剤型アクリル系粘着剤は，ラジカル重合により各種モノ
マーを共重合できることから，設計の自由度が高く，アクリル
樹脂の特長である耐候性，透明性に優れることが知られてい
る。そのため，日用品の粘着テープだけでなく，モバイルなど
の光学分野，家電・住設分野や自動車分野などの要求特性が厳
しい高付加価値の接着用途でも多く使用されている。
近年，自動車分野では，VOC排出問題や意匠性向上を目的

として，塗装レスの加飾手法の検討が盛んに行われている。そ
の中でも，シボや色柄などの塗装では再現不可能な意匠が施さ
れた熱可塑性のフィルムを，粘着剤を用いて三次元形状の部
品に貼り合わせる真空圧空成形（OMD：Out Mold Decoration
とも呼ばれる）というフィルム加飾手法が注目されている1-5）。
真空圧空成形による加飾フィルムの成形例を図-1に示した。
自動車の軽量化を目的に各種部品の樹脂化が進み，ポリプロ
ピレン（PP）やエンジニアリングプラスチックに対して加飾
フィルムを貼り合わせるニーズも増加している。しかし，これ
らの素材は，低極性，高結晶化度などの理由で接着性が低いこ
とが課題であり，高い接着力を示す粘着剤が求められている。
さらに，自動車分野で要求される100℃に近い耐熱試験をクリ
アするための高温接着性も必要とされている。

ポリオレフィンなどの難接着材料への接着力を改善する手段
としては，粘着剤へのタッキファイヤ（TF）の添加が有効である。
TFとは，粘着力を高めるための添加剤のことであり，粘着付与
剤とも呼ばれる。一般的に，高いガラス転移温度（Tg）を有す

図-1　 真空圧空成形による加飾フィルムの貼り合わせ 
（布施真空㈱様 ご提供）

図-2　TF添加量とPPに対する剥離強度の関係
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【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

アクリル系粘着剤ベースポリマーに対して適切に設計したタッキファイヤを添加することで，粘着塗膜表面にタッキファイヤが偏
析した粘着剤を開発した。この粘着剤は，従来のアクリル系粘着剤と比較して，高温接着性に優れる特長を有しており，その効果は，
ポリオレフィンなどの難接着材料に対しても発揮された。また，真空圧空成形で貼り合わせた加飾フィルムの耐熱試験では，従来の
アクリル系粘着剤に比べて剥がれやずれを抑制し，高耐熱性が要求される自動車の加飾フィルム貼り合わせ用途に適していることが
示された。
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